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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月11日(2008.4.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性ゼラチンゲルから本質的になるナノ粒子であって、ここで、該ナノ粒子の平均直径
が３５０nm以下であり、かつ該ナノ粒子の多分散性指数が０．１５以下である、前記ナノ
粒子。
【請求項２】
　前記ナノ粒子の多分散性指数が０．１以下である、請求項１に記載のナノ粒子。
【請求項３】
　前記ナノ粒子の平均直径が２００nm以下である、請求項１又は２に記載のナノ粒子。
【請求項４】
　前記ナノ粒子の平均直径が１５０nm以下である、請求項１～３のいずれか１項に記載の
ナノ粒子。
【請求項５】
　前記ナノ粒子の直径の変動範囲が、前記平均直径よりも２０nm以下小さい又は大きい範
囲である、請求項１～４のいずれか１項に記載のナノ粒子。
【請求項６】
　前記ナノ粒子中に含まれる全ゼラチンに対する、６５kDa未満の分子量のゼラチンの比
率が４０重量％以下である、請求項１～５のいずれか１項に記載のナノ粒子。
【請求項７】
　前記ナノ粒子中に含まれる全ゼラチンに対する、６５kDa未満の分子量のゼラチンの比
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率が３０重量％以下である、請求項１～５のいずれか１項に記載のナノ粒子。
【請求項８】
　前記ナノ粒子中に含まれる全ゼラチンに対する、６５kDa未満の分子量のゼラチンの比
率が２０重量％以下である、請求項１～５のいずれか１項に記載のナノ粒子。
【請求項９】
　前記ナノ粒子中に含まれるゼラチンが架橋されている、請求項１～８のいずれか１項に
記載のナノ粒子。
【請求項１０】
　前記ゼラチンが、ホルムアルデヒド、ジアルデヒド、イソシアネート、ジイソシアネー
ト、カルボジイミド又はアルキルジハライドによって架橋される、請求項９に記載のナノ
粒子。
【請求項１１】
　前記ゼラチンが酵素によって架橋される、請求項９に記載のナノ粒子。
【請求項１２】
　前記ゼラチンがトランスグルタミナーゼ又はラッカーゼによって架橋される、請求項１
１に記載のナノ粒子。
【請求項１３】
　前記ナノ粒子の水分含量が、１５重量％以下である、請求項１～１２のいずれか1項に
記載のナノ粒子。
【請求項１４】
　医薬が前記ナノ粒子の表面に結合される、請求項１～１３のいずれか１項に記載のナノ
粒子。
【請求項１５】
　前記医薬の結合が、前記ナノ粒子の表面の化学的修飾によりもたらされる、請求項１４
に記載のナノ粒子。
【請求項１６】
　前記医薬が吸着により結合される、請求項１４又は１５に記載のナノ粒子。
【請求項１７】
　前記医薬が、共有結合される、請求項１４又は１５に記載のナノ粒子。
【請求項１８】
　前記医薬が、イオン結合される、請求項１４又は１５に記載のナノ粒子。
【請求項１９】
　前記医薬がスペーサーを介して結合される、請求項１４～１８のいずれか１項に記載の
ナノ粒子。
【請求項２０】
　薬物の製造のための生物分解可能な担体媒体としての、請求項１～１９のいずれか１項
に記載のナノ粒子の使用。
【請求項２１】
　前記ナノ粒子が、細胞内ドラッグデリバリーシステムの一部である、請求項２０に記載
の使用。
【請求項２２】
　前記細胞内ドラッグデリバリーシステムの一部が、核酸又はペプチドのための担体媒体
である、請求項２１に記載の使用。
【請求項２３】
　前記薬物が遺伝子治療のための薬物である、請求項２０～２２のいずれか一項に記載の
使用。
【請求項２４】
　水性ゼラチンゲルから本質的に成るナノ粒子の製造方法であって、以下のステップ：
　（ａ）全ゼラチンに対する、分子量６５kDa未満のゼラチンの比率が、４０重量％以下
である、水性ゼラチン溶液の製造；
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　（ｂ）前記ゼラチン溶液のｐＨ値の７．０未満の値への調節；
　（ｃ）沈殿剤を添加した結果としての前記ゼラチンの沈殿；及び
　（ｄ）遠心分離の結果としての前記ナノ粒子の分離。
を含む、前記方法。
【請求項２５】
　前記ステップ（ａ）において、全ゼラチンに対する分子量６５kDa未満のゼラチンの比
率が３０重量％以下である、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ステップ（ａ）において、全ゼラチンに対する分子量６５kDa未満のゼラチンの比
率が２０重量％以下である、請求項２４に記載の方法。
【請求項２７】
　前記ステップ（ｂ）において、前記pH値が３．０以下の値に調節される、請求項２４～
２６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２８】
　前記ステップ（ｂ）において、前記pH値が１．５～３．０の範囲の値に調節される、請
求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記ステップ（ｃ）において、前記沈殿剤がアセトン、アルコール、又は該２つの混合
物であり、水性溶液中で適用可能である、請求項２４～２８のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項３０】
　以下のステップ：
　（ｃ’）前記ゼラチン溶液に架橋剤を添加する、
が前記ステップ（ｃ）及び（ｄ）の間に起こる、請求項２４～２９のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項３１】
　前記架橋剤が、ホルムアルデヒド、ジアルデヒド、イソシアネート、ジイソシアネート
、カルボジイミド及びアルキルジハライドから選ばれる、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記架橋剤が酵素である、請求項３０に記載の方法。
【請求項３３】
　前記架橋剤がラッカーゼ又はトランスグルタミナーゼである、請求項３２に記載の方法
。
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